























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3　 『茶瘕酔言』は自筆本が全 66項、西荘文庫旧蔵の転写本は全 56項である。本研究では自筆本及び転写本の各段は、中央公
論社『上田秋成全集』9　に基づく。
4　 『背振翁伝』は『茶神の物語』ともいわれ、秋成の茶友であった世継寂窓あての書簡である。 
5　 藤井乙男編『秋成遺文』国書刊行会より転記した（藤井，1974:593）。
6　 水田紀久・野口隆・有坂道子編『木村蒹葭堂全集別巻　完本　蒹葭堂日記』藝華書院より転記した（水田・野口・有坂，
2009:89）。　
7　 水田紀久・野口隆・有坂道子編『木村蒹葭堂全集別巻　完本　蒹葭堂日記』藝華書院より転記した（水田・野口・有坂，
2009:504）。
8　 『清風瑣言』を誤って『清風茶言』と書かれていると考えられる。原著通り記載した。 
9　 『胆大小心録』の「書おきの事」については、中村幸彦の中央公論社『上田秋成全集』9に基づく。
10　傍点は筆者による。
11　蒹葭堂の死後、1823年に蒹葭堂が収集した売茶翁の茶器を描いた「売茶翁茶器図」が発表されている。
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